
総会のようす

５
月
８
日
（
水
）、文
化
会
館
に
お

い
て
、
板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
阿
部
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
第
１
部
の
議
事
に
入
り
、
平
成

30
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

ま
た
今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
滞
り
な
く

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

板橋区老人クラブ連合会定期総会

令和初の総会　予算・計画承認される

第
２
部
で
は
坂
本
区
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
周
年
顕

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
年
顕
彰
で

は
17
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
ほ
か
、
来
賓
の
方
々
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
後
の
祝
宴
で
は
ク
ラ
ブ
会
長
同

士
が
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
新
年
度

の
板
老
連
の
運
営
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
や
、
抱
負
を
語
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

ご
出
席
さ
れ
た
皆
様
の
お
か

げ
で
、
新
元
号
・
令
和
元
年
と

な
っ
て
は
じ
め
て
の
総
会
を
無

周年顕彰　対象老人クラブ

クラブ名 会長 周年
双葉蓬莱会 阿部　勲 60
生光会クラブ 鈴木　正志 60
徳丸みどり会 古谷　直七郎 60
北寿クラブ 奥永　和満 50
前野寿クラブ 栗原　五百子 50
西台第一白寿会 大原　文雄 50
西台第二白寿会 佐藤　昭夫 50
蓮沼大原町寿会 千木良　幸世 50
赤塚百寿会 稲本　茂雄 40
小茂根寿光会 森田　兼吉 40
三園寿クラブ 大塚　中子 40
徳丸春秋会 丹野　耕作 30
高島平七福会 中村　幹 30
富士見町もみじ会 安達　美代子 30
高島平二丁目すこやかクラブ 武井　光男 30
桜川桜友会 小宮　一博 20
西台五美会 佐藤　隆昭 10

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
の
皆
様
が
活

動
の
主
役
で
す
。
新
し
い
年
度
に
お

い
て
も
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
は

じ
め
役
員
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
の
、

連
合
会
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

板 老 連
板橋区老人クラブ連合会
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こ
の
度
、日
本
中
が
沸
き
立
っ
た
皇
室
の
退

位
と
即
位
、
そ
し
て
平
成
か
ら
令
和
へ
と
時

代
が
移
り
、
板
老
連
の
全
員
の
方
が
、
激
動

の
昭
和
、
平
和
で
あ
っ
た
が
自
然
災
害
が
多

か
っ
た
平
成
、そ
し
て
令
和
の
３
代
を
経
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
令
和
へ
の
期
待
は
大
き
く
、

平
和
で
希
望
に
あ
ふ
れ
た
明
る
く
豊
か
な
日

本
を
創
造
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
度
は
皆
様
方
の
温
か
い
ご
協

力
に
よ
り
、板
老
連
の
諸
行
事
が
、つ
つ
が
な

く
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
昨
年
度
は
、
板
老
連
創
立
60
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
、
記
念

誌
発
行
と
盛
大
に
め
で
た
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
31
年
、
令
和
元
年
度
の
板

板
老
連
会
長
あ
い
さ
つ

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
阿
部
　
勲

一
層
充
実
し
た「
友
愛
活
動
」の
推
進
を

老
連
定
期
総
会
が
５
月
８
日
（
水
）
に
、
区

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
６
議

案
が
審
議
さ
れ
、全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
て
無
事
終
了
さ
れ
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り
ま

す
が
、
支
部
お
よ
び
単
位
ク
ラ
ブ
の
ご
都
合

や
引
退
と
い
う
こ
と
で
去
ら
れ
る
方
も
あ
っ

た
り
し
て
、 副
会
長
１
名
、
支
部
長
３
名
、
監

事
２
名
、
各
部
の
部
長
５
名
の
方
々
が
代
わ

ら
れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
方
々
に
は
、板
老

連
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

新
し
く
理
事

お
よ
び
監
事
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
の

程
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

紙
面
の
都
合
で
細
々
と
申
し
述
べ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、今
年
度
の
板
老
連
の
テ
ー
マ
を
「
友

愛
活
動
」
と
し
て
幅
広
く
捉
え
、
助
け
合
い
、

支
え
合
い
活
動
を
含
め
て
活
発
に
展
開
し
て

令和元年度
板老連基本方針

◆	

板
老
連
の
四
大
活
動
目
標
を
実
現
し
よ
う

　

『
仲
間
づ
く
り
を
中
心
に
、
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
助
け
合
お

う
！
友
愛
活
動
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
』
を
目
標
に
掲
げ
積

極
的
に
取
り
組
も
う
。

◆
“
さ
ら
に
会
員
増
強
に
も
力
を
入
れ
よ
う
”

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
、
各
部
の
事
業
計
画
に
沿
っ
て

実
施
し
、
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

超
高
齢
社
会
は
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増

し
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

“
２
０
２
５
年
”
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ

て
い
ま
す
。
国
や
自
治
体
は
問
題
点
を
先
取

り
し
、
解
決
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的

な
取
り
組
み
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
２
０
２
５
年
に
は
５
人
に
１
人
が
75

歳
以
上
、
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う

今
ま
で
に
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ

の
状
況
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
世
界
が

注
視
し
て
い
る
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
わ
ず
か
６
年
と

迫
っ
た
今
、
私
た
ち
の
中
に
も
一
人
暮
ら
し
や

介
護
や
要
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
会
員

も
出
て
く
る
可
能
性
が
高
く
、
ま
さ
に
他
人

事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

区
と
し
て
は
板
橋
区
版
Ａ
Ｉ
Ｐ（
年
を
重
ね

て
も
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
ま
ち
に
住
み
続

け
る
）
を
始
動
さ
せ
、
町
会・自
治
会
、
民
生

委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
医
療
・
介
護
の
専
門

職
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
、高
齢
者
の
“
在
宅
生
活
”
を
支
え
て
い
く

地
域
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
板
老

連
も
地
域
の
重
要
な
役
割
を
持
つ
団
体
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

板
老
連
の
目
的
で
あ
る
『
単
位
ク
ラ
ブ
の

育
成
支
援
』『
会
員
相
互
の
親
睦
と
助
け
合

い
・
支
え
合
い
』『
健
康
で
明
る
い
長
寿
社
会

を
目
指
す
』
を
実
現
す
べ
く
、
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一	

“
健
康
寿
命
の
延
伸
”
を
目
標
に
掲
げ
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
目
指

す
事
業

二	

旅
行
や
作
品
展
等
の
各
事
業
を
と
お

し
て“
生
き
が
い
と
喜
び
と
連
帯
感
”を

育
む
事
業

三	

学
ぶ
機
会
を
多
く
し
、
内
容
の
質
を
高

め
、幅
を
広
げ
、理
解
度
を
高
め
、そ
れ

を
日
常
の
生
活
の
中
で
実
践
し
て
、
生

活
を
豊
か
に
し
て
い
く
事
業

四	

友
愛
活
動
の
幅
を
広
げ
、“
高
齢
者
同

士
が
助
け
合
い
支
え
合
う
”
事
業

五	

情
報
交
換
を
図
り
、
支
部
お
よ
び
単
位

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
安
定
化
に
努
め
る

事
業

六	

元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
た
め
に
“
役

立
つ
活
動
”“
役
立
つ
喜
び
”を
享
受
し
、

安
心
安
全
で
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
く
事
業
と
と
も
に
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
活
動
を
地
域
と
と

も
に
積
極
的
に
実
践
し
て
い
く
事
業

七	

『
会
員
増
強
』
を
積
極
的
に
勧
め
、一
人

で
も
多
く
の
高
齢
者
に
手
を
差
し
伸
べ

る
事
業

基
本
方
針
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平成 30年度板老連　収支決算書
収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）

項　目 30年度予算 決算額 増減（-）額 支出内容
前年度繰越金 455,302 455,302 0 平成 29 年度　繰越金
会　　　費 3,968,000 3,786,480 -181,520 会員　11822.5 名× 320 円
板橋区補助金 6,400,000 6,465,639 65,639 30 年度板橋区補助金

社協助成金 268,000 257,000 -11,000 芸能大会・作品展 200000、輪投大会 57000
シルバー助成金 30,000 30,000 0 作品展運営

行事参加費 1,560,000 1,354,900 -205,100

体育部（99200）盛年部（71900）
寿大学（434000）囲碁・将棋
（6400）作品展（43500）新年会
（363000）唄と踊り（79500）
手芸（30000）ダンス（71300）
芸能（156100）

広告料 30,000 10,000 -20,000「広報・板老」年４回発行、広告料なし
寄付金 70,000 172,000 102,000 新年会祝儀
雑収入（預かり金） 500,698 205,665 -295,033 利息・戻入金・（年度越入金）
積立金繰入金 1,140,000 1,709,000 569,000 60 周年度繰入金
計（1） 14,422,000 14,445,986 23,986

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 460,000 379,192 -80,808
腰痛予防体操・認知症
講習会等健康講座、部
会・ウォーキング

教　

養

寿大学 2,500,000 2,434,310 -65,690 寿大学講師・書記手当・終了式・同運営等部会

作品展 900,000 799,533 -100,467 会場設営・賞状印刷・審査員手当等及び表彰式

体育スポーツ 650,000 606,105 -43,895
ゲートボール、ペタン
ク、輪投、グラウンド
ゴルフ各大会他

文　

化

芸能大会 300,000 282,319 -17,681 春の旅行
囲碁将棋 100,000 77,843 -22,157 大会費用
唄と踊り 150,000 125,427 -24,573 大会費用
ダンスパーティー 100,000 92,303 -7,697 ダンスパーティ費用

女
性
部

社会 100,000 0 -100,000 ボランティア活動・募金活動・部会等
世代交流 800,000 800,000 0 次世代交流との交流活動等

200,000 224,244 24,244 友愛活動・日帰り旅行・手芸教室・部活動等

広報部 1,450,000 1,440,742 -9,258 広報・「板老連」年 4回発行等、HP更新・部活動等
小計（A） 7,710,000 7,262,018 -447,982

運
営
費

企画部 200,000 143,121 -56,879
老連新任会長等研修
会・会員増強・東老連
研修会等

総　

務

事務費 600,000 627,000 27,000
東老連総会・理事会・城
西ブロック会議・日光市
老人会交流会、その他

通信費 100,000 94,568 -5,432 電話・FAX・連絡用〒 /送料等

印刷費 630,000 609,669 -20,331 コピー機管理・消耗品・コピー機リース代等
渉外費 150,000 104,728 -45,272 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 40,000 0 -40,000 慶弔用

消耗品費 100,000 28,016 -71,984 事務用品（文具・領収書・額等）

会議費 200,000 175,520 -24,480 会計監査・委員会・三役会等

交通費 50,000 48,300 -1,700 三役・理事・外出・区外出張費
総会費 300,000 319,320 19,320 会場費・運営費等
新年会費 400,000 428,300 28,300 会場費・運営費等の補助

支部費 700,000 700,000 0 支部活動費
東老連会費 1,197,000 1,188,000 -9,000 132 クラブ× 9,000 円
備品費 200,000 0 -200,000
雑　費 255,000 221,095 -33,905 戻入金・振込み手数料他

小計（B） 5,122,000 4,687,637 -434,363

積立金（C） 1,590,000 2,142,903 552,903 60 周年記念行事費積立金・理事記念品を含む
合計（2）
（A+B+C） 14,422,000 14,092,558 -329,442

（1）-（2） 353,428 周年積立金、200,000 円を含
む。繰越残高 153,428 円

平成 31（2019）年度板老連　収支予算
収入の部 板橋区老人クラブ連合会（単位：円）

項　目 2019 年度予算 内　容
前年度繰越金 153,428 30 年度繰越金
会　　　費 3,744,000 会員 11,700 名× 320 円
板橋区補助金 6,400,000 2019 年度板橋区補助金
社協助成金 260,000 芸能大会・作品展・スポーツ
シルバー助成金 30,000 作品展

行事参加費 1,300,000 教養部 250000、体育部 100000、文化部 400000、女性部 50000、盛年部 100000・新年会 400000
広告料 30,000 広報誌「板老連」広告料なし、業者委託
寄付金 70,000 総会・新年会・他祝儀
雑収入 516,572 懇親会会費・利息他（56,097）含む
合計 12,504,000

支出の部

活
動
費

厚生盛年部 400,000 腰痛予防体操・認知症講習会等健康講座、23区内ウォーキング

教
養
寿大学 2,500,000 寿大学講師・書記手当・同運営等部会
作品展 800,000 会場設営・賞状印刷及び表彰式等

体育スポーツ 600,000 ゲートボール、ペタンク、輪投げ、グラウンドゴルフ各大会・東老連・城西ブロック大会参加

文
化

趣味旅行 0 旅行費用
芸能大会 300,000 大会費用
囲碁将棋 100,000 大会費用
唄と踊り 150,000 大会費用
ダンスパーティー 100,000 ダンス・納涼・クリスマス２回開催費用

女
性
部

社会 100,000 ボランティア活動・募金活動・社会奉仕・部会等
世代交流 700,000 次世代との交流活動等

女性部 200,000 友愛活動・手芸教室・部会等

広報部 1,300,000 広報・「板老連」年 2回自発行、ホームページ更新・部活動等
小計（A) 7,250,000

運
営
費

企画部 150,000 板老連新任会長等研修・会員増強表彰・東老連研修等

総
務

事務費 600,000 東老連総会・理事会・城西ブロック会議・日光市老人会との交流会・その他
通信費 100,000 電話・FAX・送料等
印刷費 600,000 コピー機関連費用・及びリース代等
渉外費 120,000 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 40,000 慶弔費
消耗品費 30,000 事務用品（文具・領収書等）
会議費 200,000 委員会・三役会等
交通費 50,000 区内外出張費
総会費 300,000 会場費・運営費等の補助
新年会費 400,000 会場費・運営費等の補助
支部費 700,000 支部活動費
東老連会費 1,206,000 134 クラブ× 9,000 円
備品費 150,000 諸行事器具・事務戸棚他
雑費 163,000 戻入金・振込み手数料・両替手数料他

小計（B) 4,809,000

特
別
会
計

70周年記念事業費 200,000
役員理事記念品費 245,000
小計（C) 445,000

合計（A+B+C） 12,504,000

特別会計決算（板老連創立 60周年記念事業）
（単位：円） （単位：円）

収　入 支　出
積立金（平成24～29年度） 1,200,000 懇親会経費（3,442円×148名） 509,400

会費126名（1名3,000円） 378,000 記念品代（60周年記念誌　
1,618円×500個） 808,916

寄付金（招待者寸志20名） 131,000 記念品代（招待者　1,376
円×200個） 275,740

合計 1,709,000 会場使用料 45,740
雑費（アトラクション出演
料、写真代、交通費抑制代、
コピーなど）

13,107

現年度一般会計へ繰入 56,097
1,709,000
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令和元年度　板橋区老人クラブ連合会　役員
役職名 氏名 クラブ 支部

会長 阿部　勲 双葉蓬莱会 4

副会長
渡邉　博 愛染寿栄クラブ 4
稲毛　智哲 仲蓮根寿会 9
早坂　憩子 エイト熟年会 12

監事

今井　鍵造 中丸寿会 2
鈴木　政一 寿クラブ 5
酒井　良司 蓮根南やすらぎ会 9
田中　優 乃ぐち松寿会 11

総務・企画部 井村　吉伸 栄町福寿会 1
教養部 山口　克行 大和会 4
広報部 伊藤　恵子 赤塚遊友クラブ 11
厚生盛年部 小菅　昭夫 熊野町寿会 2
文化部 奥永　和満 北寿クラブ 5
体育部 小西　治夫 小豆沢グリーンクラブ 8
女性社会部 坪田　知子 小豆沢グリーンクラブ 8
会計部 大塚　恒夫 ＳＵＮクラブ 10

令和元年度　板橋区老人クラブ連合会　理事・支部長
支部 支部長 クラブ
1 佐々木　鋭士 宮元親和会
2 福代　孝雄 中丸中町白寿会
3 八木原　明子 仲町長寿会
4 土田　保年 富士見寿会
5 磯部　和美 大谷口四部福寿会
6 宝田　喜一 東新東寿会
7 中澤　孝則 清水町清寿会
8 平野　忠夫 志村長命会
9 後藤　博 蓮根五月会
10 大竹　伸良 若木椎の実会
11 坂本　恒男 成増松竹会
12 宇於崎　利男 高一寿会

会長
阿部　勲

副会長
渡邉　博

総務・企画部
井村　吉伸

定期総会、新年会、表彰
区長を囲む会、日光交流会、慶弔
会報作成、手帳・日誌斡旋
全体会長会、新任リーダー研修会
会則検討、会員増強推進

作品展・表彰式、寿大学
囲碁・将棋大会

会報の発行、ホームページ管理

講演会（健康・腰痛・認知症・転倒）
ウオーキング

手芸教室、世代交流、社会奉仕
赤い羽根、講習会（交通・防災）

金銭管理、物品管理

旅行（春・秋一泊旅行、日帰り旅行）
芸能大会、思い出の唄と踊り
ダンスパーティー

ゲートボール・ペタンク・グラウンド
ゴルフ・輪投げ大会
総合軽スポーツ大会、東老連大会、
城西ブロック参加、グラウンドゴルフ・
ペタンク交流会、体力測定

教養部
山口　克行

広報部
伊藤　恵子

厚生盛年部
小菅　昭夫

文化部
奥永　和満

体育部
小西　治夫

女性社会部
坪田　知子

会計部
大塚　恒夫

副会長
稲毛　智哲

副会長
早坂　憩子

（監査） 第一ブロック
今井　鍵造

第二ブロック
鈴木　政一

第三ブロック
酒井　良司

第四ブロック
田中　優

板橋老人クラブ連合会組織図・令和元年度
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板
老
連
　
転
倒
予
防
体
操
会

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
５
月
21

日
（
火
）、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
、
赤
塚

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
市
東
運
動
指
導
員

の
指
導
の
も
と
、
阿
部
会
長
、
ス
タ
ッ
フ

含
め
43
名
が
参
加
し
て
転
倒
予
防
体
操
会

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
転
倒
予
防
の
た
め
の
歩
き
方
に

つ
い
て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
歩
き
方

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

① 

視
線
は
10
～
15
ｍ
先
を
見
る
。

② 

姿
勢
は
頭
頂
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た

姿
勢
で
背
筋
を
伸
ば
す
。

本
年
度
最
初
の
行
事
で
あ
っ
た
春
の
一

泊
旅
行
は
、
４
月
8
日
（
月
）
～
９
日

（
火
）、
78
名
が
参
加
し
、
伊
豆
方
面
へ
行

き
ま
し
た
。

出
発
時
は
雨
。
若
干
遅
れ
て
の
出
発
で

し
た
が
、
間
も
な
く
雨
も
上
が
り
、
バ
ス

の
中
か
ら
幾
度
も
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と

学んだ歩き方の実践

座ったままの体操

が
で
き
た
快
適
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

立
ち
寄
っ
た
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で

は
、
バ
ス
の
中
で
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
動
物
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
生
き
ざ
ま
に
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
次
の
秩
父

宮
記
念
公
園
で
は
満
開
の
桜
、
そ
の
後
の

伊
豆
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で
は
富
士
山
を
眼

前
に
あ
お
い
で
の
食
事
と
い
う
、
素
晴
ら

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
は
旅
行
を
２
回
に
分
け
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
１
回
で
全
支
部
が
一

堂
に
会
し
、新
た
な
友
人
も
で
き
ま
し
た
。

伊
豆
長
岡
温
泉
で
宿
泊
し
、
楽
し
い
２
日

間
を
過
ご
し
て
、
全
員
無
事
に
板
橋
に
帰

着
し
ま
し
た
。�

（
文
化
部　

奥
永
）

板
老
連
本
部
事
業
報
告

板
老
連
一
泊
旅
行

一
路
伊
豆
方
面
へ

　
富
士
山
と
と
も
に
2
日
間
の
旅

サファリパークで動物を間近に見る

「
転
び
に
く
い
歩
き
方
」
学
ぶ③ 

腕
振
り
は
ヒ
ジ
を
軽
く
曲
げ
、
後
ろ

に
引
く
こ
と
を
意
識
し
て
腕
を
振
る
。

④ 

足
の
運
び
は
つ
ま
先
を
上
げ
、
か
か

と
か
ら
着
地
す
る
。
後
ろ
足
は
つ
ま
先

で
地
面
を
け
り
、
前
に
振
り
出
す
。

講
話
の
あ
と
は
歩
幅
の
測
定
に
つ
い

て
各
自
10
歩
の
距
離
を
測
り
ま
し
た

が
、
10
歩
の
平
均
７
ｍ
の
理
想
的
な
歩

幅
で
歩
い
て
い
る
人
は
転
び
に
く
い
と

の
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
自

分
の
歩
幅
を
知
っ
て
、
歩
行
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
て
、
転
ば
な
い
歩
き
方
を
し
ま

し
ょ
う
。

当
日
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
雨
に
も

負
け
ず
風
に
も
負
け
ず
、
悪
天
候
の
中

明
る
く
楽
し
ん
で
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）
←←←　板老連事業　６～７のカラーページにも載っています
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板
老
連
本
部
事
業
報
告

５
月
16
日
（
木
）、

小
豆
沢
野
球
場
に
お
い

て
、
板
老
連
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
11
チ
ー
ム
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
初
の
大
会
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
、
と
い
う
呼

び
か
け
の
も
と
に
試
合
開
始
。
各
チ
ー
ム

が
練
習
の
成
果
を
競
い
合
う
熱
戦
を
繰
り

降
雨
順
延
に
よ
っ
て
３
月
14
日
（
木
）

と
な
っ
た
板
老
連
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

が
、小
豆
沢
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

少
々
肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
日
は
ま
さ
に
日
本
晴
れ
と
い
っ
た
好
天

で
、
３
２
０
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
ペ
タ
ン
ク
、

そ
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
実
戦
を
行
う
こ

の
講
習
会
。
伊
久
留
体
育
部
長
（
当
時
）

の
開
会
宣
言
の
あ
と
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
、
ま
ず
ペ
タ
ン
ク
の
投
球
方
法
や
戦

梅
雨
前
の
６
月
６

日
（
木
）、久
方
ぶ
り

の
好
天
に
恵
ま
れ
、

春
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
小
豆
沢
野
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

31
チ
ー
ム
１
０
５

名
の
参
加
で
、
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
８
コ
ー
ト

に
分
か
れ
て
試
合
開
始
。
会
場
か
ら
は
好

グラウンド・ゴルフ

板
老
連
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

人
気
の
３
種
目
　
実
戦
で
交
流

板
老
連
　
第
31
回
春
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

好
プ
レ
ー
続
出
　
優
勝
に
清
和
ク
ラ
ブ
Ｃ

術
、
点
数
の
記
入

方
法
を
学
び
、
副

会
長
の
本
部
か
ら

「
け
が
の
な
い
よ

う
に
、
技
術
向
上

と
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

と
の
あ
い
さ
つ
で
実
際
に
試
合
を
行
い
ま

し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
８
ホ
ー
ル
２

コ
ー
ス
で
2
回
、
計
16
ホ
ー
ル
で
試
合
を

行
い
、
ペ
タ
ン
ク
は
４
コ
ー
ト
で
８
チ
ー

ム
が
実
戦
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
２
コ
ー
ト

で
６
チ
ー
ム
が
対
戦
を
行
い
ま
し
た
。
講

習
会
の
た
め
順
位
に
よ
る
表
彰
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る
練
習
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
次
は
、
大
会
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。�

（
広
報
部　

本
部
）

プ
レ
ー
の
た
び
に
歓
声
が

聞
こ
え
て
盛
り
上
が
り
、選

手
の
み
な
さ
ん
は
爽
や
か

な
汗
を
流
し
な
が
ら
奮
闘

し
ま
し
た
。結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�

（
広
報
部　

本
部
）

優　

勝

�

清
和
ク
ラ
ブ
Ｃ

準
優
勝

�

小
茂
根
寿
光
会

第
３
位

　

小
茂
根
２
丁
目

�

楽
生
会
Ｂ

広
げ
ま
し
た
。
今
回
は
得
失
点
差
で
順
位

を
決
め
、
結
果
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。�

（
広
報
部　

本
部
）

板老連ゲートボール大会

好天のもと熱戦
　長後長寿会に軍配

一打入魂の試合展開

ラジオ体操で体をほぐす

ゲートボール

快晴の青空のもとで
準備体操

戦略を考えて狙う一投

ペタンク

入賞チームのみなさん

優　勝　長後長寿会
準優勝　仲蓮根寿会Ａ
第３位　エイト熟年会
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夜
中
に
降
っ
て
い
た
雨
も
上
が
り
、

爽
や
か
な
青
空
が
広
が
っ
た
５
月
18
日

（
土
）、
こ
の
日
は
月
１
回
の
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
教
室
の
日
。
３
年
前
ま
で
実
施
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
好
評
に
お
応
え
し
て
再

登
場
。
講
師
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
先
生
方
で
す
。

午
前
10
時
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
６
階
フ

ロ
ア
に
、
軽
快
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
、
ま
ず

は
準
備
運
動
。
続
い
て
レ
ベ
ル
ワ
ン
、
レ

ベ
ル
ツ
ー
、
右
ノ
ッ
ク
、
左
ノ
ッ
ク
、
ス

テ
ッ
プ
バ
ッ
ク
・
・
・
と
、
青
い
山
脈
、

幼
な
じ
み
等
の
懐

か
し
い
曲
に
合
わ

せ
て
の
体
操
に
、心

地
良
い
汗
が
流
れ

ま
す
。

高
齢
に
な
る
に

し
た
が
っ
て
孤
独

に
な
り
が
ち
で
す

が
、生
き
が
い
豊
か

な
生
活
を
送
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
す
る
場
や
機
会
を
積
極
的

に
と
ら
え
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
の
大
事
さ
を
実
感
。
月
に
２
回
く
ら
い

実
施
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
！　

と
汗
を
ぬ

ぐ
い
な
が
ら
の
参
加
者
の
声
。
私
た
ち
も

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
男
性
の
方
々
も

ご
参
加
を
！�

（
女
性
社
会
部　

坪
田
）

快
晴
の
も
と
、
５
月
27

日
（
月
）
に
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅

西
口
に
10
時
に
集
合
し
た

70
名
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参

加
者
一
行
は
、
西
口
公
園

で
軽
い
準
備
体
操
を
し
た

あ
と
、
足
取
り
軽
く
出
発

し
ま
し
た
。

散
歩
コ
ー
ス
に
沿
っ

て
、区
の
史
跡
の
一
つ
で
あ

る
「
池
袋
・
地
名
ゆ
か
り

の
池
」
を
は
じ
め
、
立
教

大
学
に
隣
接
し
て
い
る
旧
江
戸
川
乱
歩
邸

や
、
自
由
学
園
明
日
館
・
自
由
庭
園
を
見

板老連ウォーキング

豊島区で「歴史散歩」

学
。
散
歩
の

途
中
で
西
池

袋
公
園
や
上

り
屋
敷
公
園

で
休
憩
。
水

分
補
給
を
し

な
が
ら
、
清

閑
な
住
宅
地

を
通
り
、
Ｊ

Ｒ
目
白
駅
へ

と
進
み
ま
し
た
。

目
白
通
り
の
緑
豊
か
で
広
大
な
敷
地
を

有
す
る
学
習
院
大
学
を
眺
め
な
が
ら
歩
道

を
進
み
、
千
登
世
橋
を
過
ぎ
て
坂
を
下
る

と
、
最
終
地
点
で
あ
る
、
１
２
０
０
年
の

歴
史
も
つ
と
い
わ
れ
る
由
緒
あ
る
金
乗
院

（
こ
ん
じ
ょ
う
い
ん
）
に
到
着
。
本
堂
、
墓

地
を
見
学
し
て
、
12
時
に
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

夏
日
の
よ
う
な
暑
い
日
で
し
た
が
、
全

員
無
事
故
で
、
三
々
五
々
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）

金乗院にて

歴史を巡りながら
楽しくウォーキング

優しい体操でリズムよくダンス

板
老
連
女
性
社
会
部
　
健
康
教
室
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

好
評
に
つ
き
復
活

　
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ダ
ン
ス
！

板老連　今後の行事予定
行事名 日程 場所

区長を囲む会 ８月30日（金）
グリーンホール
601

第10回グラウンド・
ゴルフ大会 ９月19日（木） 小豆沢野球場

リーダー研修会 ９月20日（金） 文化会館

ウォーキング ９月30日（月） 北区

社会奉仕推進
（全国一斉運動） ９月 区内全域

第８回総合軽スポーツ
フェスティバル 10月10日（木） 小豆沢野球場

ウォーキング
10月14日（月）

28日（月）
14日→北区
28日→板橋区

第43回
囲碁・将棋大会 11月27日（水） 文化会館

皆さまのご参加をお待ちしております

プ
チ

　ク
イ
ズ

次
の
ひ
ら
が
な
を
並
べ
か
え
て

で
き
る
四
字
熟
語
を
漢
字
で
書

く
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

（
答
え
は
11
ペ
ー
ジ
）

ふ

ん

し

ん

っ

ら

い

板橋区老人クラブ連合会 第178 号7



支
部
だ
よ
り

３
月
26
日
（
火
）、久
し
ぶ
り
に
第
２
支

部
日
帰
り
旅
行
が
行
わ
れ
、
参
加
者
38
名

は
、
う
ぐ
い
す
谷
温
泉
旅
館
・
竹
の
葉
よ

り
差
し
回
し
の
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、
北

茨
城
め
ぐ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。昼

食
は
竹
の
葉
旅
館
に
て
、
今
の
時
期

の
旅
行
の
売
り
で
あ
る「
ア
ン
コ
ウ
鍋
」の

味
に
皆
さ
ん
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
「
異
国
の
丘
」「
有
楽
町
で
逢
い

ま
し
ょ
う
」
な
ど
数
々
の
名
曲
を
作
曲
さ

れ
た
吉
田
正
の
記
念
館
を
訪
れ
、「
あ
！　

こ
の
曲
も
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
、
昭
和

初
期
に
我
々
を
楽
し
く
勇
気
づ
け
て
く
れ

た
、
吉
田
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
数
々
に
認
識
を

新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」「
波
浮

の
港
」
な
ど
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て

数
々
の
作
品
を
残
し
た
、童
謡
民
謡
詩
人
・

野
口
雨
情
の
生
家
を
訪
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
忙
し
く
て
な
か
な
か
会

う
こ
と
が
難
し
い
雨
情
の
直
孫
・
野
口
不

二
子
さ
ん
が
来
所
さ
れ
て
お
り
、
雨
情
の

音
楽
活
動
の
一
端
や
、
８
年
前
の
東
日
本

恒
例
と
な
っ
た
輪
投
げ
大
会
は
第
21
回

を
迎
え
、
好
天
の
６
月
１
日
（
土
）
に
、

志
村
第
一
小
学
校
体
育
館
で
６
ク
ラ
ブ
43

名
の
精
鋭
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
沢
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
と
開
会
宣

言
、
競
技
役
員
の
ル
ー
ル
説
明
と
注
意
事

項
、
準
備
体
操
を
行
い
競
技
開
始
で
す
。

参
加
者
は
４
レ
ー
ン
に
分
か
れ
、
６

ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
の
個
人
戦
で

す
。
高
得
点
に
拍
手
、
苦
笑
い
も
入
り
交

じ
る
和
や
か
さ
の
中
に
も
、
白
熱
し
た
戦

い
が
続
き
ま
し
た
。

前
半
３
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
水
分
補
給
の

第
１
支
部
で
は
、少
年
野
球
チ
ー

ム
と
17
回
目
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
昨
年
12
月
23
日
に
板
谷

公
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
天
気
も
大
丈
夫
！　

ほ
っ
と
し
て
会
場
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。
会
員

の
参
加
者
全
員
で
９
時
か
ら
コ
ー
ス
を
つ

く
り
、
８
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
少
年

第
２
支
部

第
７
支
部

第
１
支
部

音
楽
の
二
大
巨
匠
を

訪
ね
て
北
茨
城
の
旅

輪
投
げ
大
会

　
和
や
か
に
開
催

ジ
ー
ジ
・
バ
ー
バ
も

頑
張
り
ま
し
た 大

震
災
に
よ
り
雨

情
の
生
家
が
流
さ

れ
、
宮
大
工
を
頼

ん
で
家
を
再
建
さ

れ
た
と
い
う
苦
労

話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

北
茨
城
が
輩
出

し
、
昭
和
の
童
謡

歌
謡
の
黄
金
時
代

を
築
い
た
二
人
の

史
跡
を
た
ど
り
、
皆
さ
ん
ご
満
足
の
様
子

で
し
た
。

最
後
に
那
珂
湊
お
魚
セ
ン
タ
ー
で
買
い

物
を
楽
し
み
、
我
々
を
送
り
迎
え
し
て
く

れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
二
人
に
感
謝
し
、

定
刻
６
時
に
は
板
橋
に
帰
着
し
ま
し
た
。

�

（
第
２
支
部　

福
代
）

うぐいす谷・竹の葉旅館の前で記念撮影

休
憩
を
取
り
、
後
半
３
ゲ
ー
ム
の
ス
タ
ー

ト
。
合
計
６
ゲ
ー
ム
の
合
計
ス
コ
ア
で
順

位
決
定
、
成
績
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
は
清
和
ク
ラ
ブ
の
松
崎
律
子
さ

ん
。
ハ
イ
ス
コ
ア
１
８
３
点
、
お
見
事
で

し
た
。
今
年
も
清
和
ク
ラ
ブ
の
独
壇
場
で

し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

松
崎　

律
子

�

（
清
和
ク
ラ
ブ
）　

１
８
３
点

第
２
位　

見
目　

芳
男

�

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）　

１
３
５
点

第
３
位　

小
林　

幸
子

�

（
清
和
ク
ラ
ブ
）　

１
２
８
点

第
４
位　

鈴
木
ゑ
い
子

�

（
清
和
ク
ラ
ブ
）　

１
２
４
点

第
５
位　

土
屋　

幸
男

�

（
清
和
ク
ラ
ブ
）　

１
１
６
点

�

（
第
７
支
部　

藤
越
）

チ
ー
ム
を
迎
え
ま
し
た
。
代
表
・

コ
ー
チ
・
保
護
者
・
少
年
の
31
名

と
、支
部
の
会
員
26
名
の
計
57
名

で
、
混
在
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し

た
。２

ホ
ー
ル
の
練
習
中
に
、リ
ー

ダ
ー
が
い
ろ
い
ろ
説
明
し
、
個
人

指
導
も
行
い
ま
し
た
。最
初
は
強

く
打
ち
過
ぎ
た
り
弱
す
ぎ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、本
番
に
入
り
、さ
す
が
に

運
動
神
経
の
優
れ
た
少
年
の
集
ま
り
、
コ
ー

チ
や
少
年
が
打
つ
た
び
歓
声
や
拍
手
が
起

こ
り
、和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。
ジ
ー
ジ・

バ
ー
バ
も
頑
張
り
ま
し
た
。

８
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数

会
員
た
ち
の
最
小
打
数　

20
打　

４
名

	

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン�

１
個

	

最
多
打
数�

28
打

少
年
た
ち
の
最
小
打
数　

23
打

	

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン�

0
個

	

最
多
打
数�

37
打

今
回
も
野
球
チ
ー
ム
の
代
表
は
じ
め
、
参

加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
次
回
も
元
気
に
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
、
お
別
れ
し
ま
し
た
。

�

（
第
１
支
部　

清
水
）

少年たちに負けないスコアを記録！
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単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

赤
塚「
氷
川

神
社
」
の
脇

道
を
下
る
と
、

通
称「
三
丁
目

公
園
」と
呼
ば

れ
る
広
場
が

あ
り
ま
す
。こ

の
公
園
は
、朝

の
体
操
に
始
ま
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
輪
投
げ
を
楽
し
む
会
員
た
ち
の

上
赤
塚
長
生
会

第
11
支
部

憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
広
場
の
一
角
に
は
、
ゆ
う
に
会
員

資
格
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
「
染
井
吉
野

の
樹
」
が
あ
り
、
毎
年
花
の
時
期
に
は
、

こ
の
広
場
で
会
員
有
志
に
よ
る
花
見
が
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。今
年
も
好
天
の
一
日
、

体
育
活
動
に
い
そ
し
む
会
員
を
中
心
に
、

32
名
の
会
員
た
ち
が
集
ま
り
、
満
開
の
桜

の
木
の
下
で
、
花
を
愛
で
つ
つ
、
健
康
な

日
々
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
喜
び
を
噛
み

し
め
な
が
ら
、
賑
や
か
な
集
い
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
み
じ
み
と
老
い
語
り
合
う
花
筵

�

（
上
赤
塚
長
生
会　

武
藤
）

毎年この桜の木の下で親睦を深めています

氷
川
の
花
見

シ
ュ
ロ
の
葉
で
バ
ッ
タ
を

折
る

桜
の
「
前
谷
津
川
緑
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新
元
号
ク
イ
ズ

２
年
ほ
ど
前
、
板
橋
区
前
野
町
エ
コ
ポ

リ
ス
セ
ン
タ
ー
で
折
り
紙
を
習
っ
て
以

来
、
練
習
を
続
け
て
、
今
で
は
15
分
ほ
ど

で
折
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
生
や
保
育

園
児
、
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
と
、
何
百
と
折
り
ま
し
た
。

渡
し
た
瞬
間
、
本
物
か
？　

と
思
わ
ず

投
げ
出
す
子
ど
も
、
お
母
さ
ん
も
お
り
ま

今
年
は
桜
前
線
が
早
く
、
３
月
29
日

（
金
）に
桜
花
満
開
の
前
谷
津
川
を
歩
き
ま

し
た
。
花
曇
り
の
中
、22
名
が
参
加
。
10
時

に
松
月
院
大
堂
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
前
谷

津
川
の
桜
を
見
な
が
ら
北
野
神
社
へ
。
前

谷
津
川
は
今
は
暗
渠
（
地
下
の
水
路
）
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
清
流
の
中
で
水

遊
び
し
た
こ
と
な
ど
の
思
い
出
話
に
思
い

３
月
の
定
例
会
終
了
後
に
会
長
の
発
案

で
、新
元
号
予
想
ク
イ
ズ
を
や
り
ま
し
た
。

50
名
ほ
ど
の
会
員
さ
ん
た
ち
は
皆
、
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。
果
た
し
て
正
解
者
が

出
る
の
か
、
５
月
１
日
の
新
元
号
発
表
が

待
ち
遠
し
い
ば
か
り
で
し
た
。

平
成
を
振
り
返
る
動
き
は
活
発
で
、

グ
ッ
ズ
な
ど
の
売
上
は
好
調
と
の
こ
と
。

ま
た
、平
成
を
惜
し
む
声
も
多
く
、胸
が
熱

く
な
る
思
い
で
す
。
国
民
に
愛
さ
れ
る
元

号
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
私
は
「
愛

和
」
と
予
想
し
ま
し
た
。
世
の
中
が
穏
や

か
で
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と

宮
元
親
和
会

第
1
支
部

赤
塚
百
寿
会

第
11
支
部

赤
塚
寿
光
会

第
11
支
部

し
た
。
そ
の
後
、
折
り
方
を
教
え
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
に
応
じ
指
導
。
一
生
懸
命
に

折
っ
た
と
見
せ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、

結
構
な
出
来
で
し
た
。

日
の
経
過
と
と
も
に
シ
ュ
ロ
の
葉
は
小

麦
色
に
変
化
し
、
一
味
違
っ
た
趣
に
な
り

ま
す
。
次
は
カ
マ

キ
リ
に
挑
戦
し
ま

す
。

�

（
宮
元
親
和
会　

�

佐
々
木
）

を
は
せ
な
が
ら
、

郷
土
芸
能
伝
承
館

で
見
学
を
兼
ね
て

一
休
み
。

途
中
、
要
所
要

所
で
は
会
員
の
山

田
さ
ん
が
故
事
の

由
来
を
披
露
し
、
地
元
の
文
化
財
の
知
識

を
深
め
ま
し
た
。
大
東
大
バ
ス
停
ま
で
歩

き
、三
々
五
々
昼
食
を
食
べ
て
、真
冬
の
よ

う
な
寒
さ
で
し
た
が
皆
元
気
に
完
歩
し
、

親
睦
を
深
め
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
赤
塚
百
寿
会　

野
澤
）

願
い
を
込
め
ま
し
た
。

正
解
さ
れ
た
方
に
は
会
長
さ
ん
か
ら
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
と
あ
っ

て
、皆
さ
ん
力
が
入
り
ま
し
た
。何
は
と
も

あ
れ
、
世
の
中
が
平
和
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
願
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
新
元
号
と
と
も

に
１
０
０
歳
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。な

お
、
残
念
な
が
ら
正
解
者
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
ち
な
み
に「
和
」の
字
を
入
れ

た
元
号
を
予
想
し
た
方
は
何
名
か
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

�

（
赤
塚
寿
光
会　

森
川
）

本物だと思って投げだす
子どももいた「バッタ」

郷土芸能伝承館で記念の１枚
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短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

天　

長
く
病
み
伏
し
て
い
た
奥
様
が

今
日
は
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

ほ
っ
と
し
て
思
わ
ず
二
人
で
「
故
郷
」

の
唱
歌
を
合
唱
し
た
と
い
う
の
で
す
。

微
笑
ま
し
い
内
容
で
す
。
や
は
り
下
の

句
の
表
現
が
と
て
も
よ
く
、
共
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
優
し
い
人
柄
が
表
現
さ

れ
て
い
て
共
感
し
ま
し
た
。

地　

今
年
は
何
年
ぶ
り
か
の
改
元
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
、
こ
の
作
者
は
改
元

を
迎
え
る
に
当
た
り
心
引
き
締
ま
る
思

い
で
打
ち
水
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
令
和
」
と
い
う
言
葉
と
「
打
ち
水
」

と
い
う
言
葉
が
み
ご
と
に
融
合
し
響
き

あ
っ
て
い
ま
す
。

人　

近
年
は
写
真
技
術
が
発
達
し
普
及

し
ま
し
た
が
、
少
し
前
ま
で
は
写
真
は

貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
歌
は
そ
う
し
た
懐
か
し
い
思
い
を
喚

起
さ
せ
る
内
容
で
す
。
褐
色
写
真
が
と

て
も
よ
い
で
す
。

天長
病
み
の
妻
の
笑
顔
に
安
堵
し
て

　

自
ず
か
ら
う
た
う
唱
歌
「
故
郷
」

�

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ　

伊
藤
恭
一
郎

地粛
し
ゅ
く
と
平
成
最
後
を
降
る
雨
に

　

「
令
和
」
を
迎
ふ
る
打
ち
水
お
も
ふ

�

金
沢
千
と
せ
会　

加
藤　

蓉
子

人母
か
こ
み
わ
れ
と
姉
妹
の
七
五
三

　

褐
色
写
真
に
昭
和
を
手た

ぐ
る

�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会　

関
根　

義
信

枯
れ
草
も
日
毎
に
緑
増
し
て
い
て

　

気
が
つ
け
ば
ほ
ら
土
筆
が
そ
こ
に

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

橘　

恭
子

新
緑
の
公
園
遊
ぶ
子
等
は
な
く

　

集
い
会
話
の
老
人
楽
し
げ

�
朝
日
ク
ラ
ブ　

金
子
タ
カ
子

軒
下
に
肩
寄
せ
語
る
二
人
連
れ

　

虹
は
架
か
れ
ど
雨
ま
だ
止
ま
ず

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

新
井　

美
知

緑
地
帯
ひ
こ
ば
え
に
花
あ
ち
こ
ち
に

　

令
和
の
前
途
祝
う
が
ご
と
し

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

杉
本
フ
ミ
エ

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
哀
れ
火
災
で
塔
た
お
る

　

幾
年
前
か
入
り
て
祈
り
し

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

松
村　

綾
子

も
う
参
い
る
事
で
き
ぬ
か
と
息
切
ら
し

　

線
香
か
た
手
に
段
踏
み
し
む

�

坂
下
わ
か
ば
会　

鈴
木
ミ
ツ
子

早
春
の
木
々
の
若
葉
も
萌
え
出
づ
る

　

昭
和
平
成
・
令
和
と
つ
づ
く

�

富
士
見
寿
会　

岩
崎
千
鶴
子

車
椅
子
舞
い
散
る
花
を
膝
で
受
け

　

手
の
平
と
る
と
春
風
の
中

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

藤
越　

秀
明

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
に
上
り
て
上
見
れ
ば

　

花
海
空
が
渾
然
一
体
に

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

上
野　

晴
美

大
室
山
伊
豆
の
街
並
一
望
に

　

は
る
か
か
な
た
に
海
船
も
見
ゆ

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

増
野　

信
子

十
連
休
迎
え
し
令
和
の
新
元
号

　

皐
月
の
空
に
鯉
翩
々
と

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

藤
生　

桂
凰

二
十
歳
に
て
故
郷
離
れ
六
十
余
年

　

五
人
の
同
期
み
な
傷い
た

み
も
つ

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

新
田　

大
寒

あ
ら
見
事
梅
の
花
見
て
隣り
ん
じ
ん女
は

　

水
を
あ
げ
い
る
我
が
背
た
た
き

�

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ　

杉
山　

安
平

花
盛
り
こ
ぞ
り
て
愛
で
る
葩
よ
ひ
ら
の
人
の

　

花
愛
で
る
愛
冨
士
よ
り
深
し

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

篠
﨑　

章
子

過
ぎ
し
日
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
上
野
駅

　

我
が
待
つ
ホ
ー
ム
に
母
は
降
り
来
し

�

和
泉
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

光
枝

平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元
し
、広
報

部
も
新
体
制
で
船
出
い
た
し
ま
し
た
。

万
葉
集
の
「
和
」（
輪
）
を
大
切
に
、

未
熟
で
す
が
一
歩
か
ら
、
ま
た
部
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

会
員
の
方
々
か
ら
次
号
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
紙
面
づ
く

り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
７
８
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

原
稿
依
頼
で
ご
無
理
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部
長	

　
伊
藤
　
恵
子

広
報
部
員

佐
々
木
　
鋭
士	

鈴
木
　
勝
利

青
柳
　
幸
治	

藤
越
　
秀
明

金
子
　
憲
一	

津
田
　
稔

菊
池
　
良
子	

枷
場
　
栄
三

本
部
　
六
朗

編
集
後
記
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俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

天　

般
若
心
経
の
２
７
６
文
字
の
一
字

一
字
を
丁
寧
に
書
写
す
る
写
経
は
ま
さ

に
緊
張
と
充
実
の
ひ
と
と
き
で
す
。「
終

わ
れ
ば
」
は
確
定
条
件
で
「
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
」
と
な
り
、写
経
が
終
わ
っ
た
安
心

の
境
地
で
は
五
月
の
爽
や
か
な
空
が
見

え
て
来
た
と
な
り
ま
す
。

地　

勢
い
よ
く
空
を
泳
ぐ
鯉
幟
に
幸
雄

さ
ん
は
丹
沢
の
風
を
感
じ
、
風
を
高
さ

で
捉
え
て
い
る
。風
の
高
さ
か
ら
勢
い
づ

い
た
鯉
幟
の
泳
ぎ
が
見
え
て
き
ま
す
。

人　

人
里
近
い
湿
地
に
自
生
す
る
シ
ャ

ガ
は
冬
で
も
枯
れ
な
い
す
ら
っ
と
し
た

葉
に
ア
ヤ
メ
に
似
た
白
い
花
を
咲
か
せ

る
。
日
陰
で
も
育
つ
だ
け
に
雨
の
芭
蕉

庵
に
は
相
応
し
い
。

　
川
柳

天　

緊
張
の
写
経
終
わ
れ
ば
五
月
晴
れ

�

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ　

伊
藤
恭
一
郎

地　

丹
沢
の
風
の
高
さ
や
鯉
幟

�

常
盤
光
寿
会　

宮
崎　

幸
雄

人　

著
莪
群
れ
て
雨
に
濡
れ
た
る
芭
蕉
庵

�

双
葉
蓬
萊
会　

江
原　

輝
義

春
風
の
い
た
ず
ら
旅
に
出
る
綿
毛

�

坂
下
わ
か
ば
会　

鈴
木
ミ
ツ
子

気
ま
ま
な
る
老
い
の
く
ら
し
や
茗
荷
汁

�

常
盤
光
寿
会　

畑　

乃
武
子

五
月
雨
の
芭
蕉
の
句
並
ぶ
古
手
帳

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

新
井　

美
知

新
緑
を
映
し
て
至
福
の
露
天
の
湯

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会　

上
野　

晴
美

折
り
紙
で
時と

き間
を
忘
る
る
春
の
雨

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

西
谷　

照
子

夏
燕
軒
を
行
き
交
う
理
髪
店

�
東
新
東
寿
会　

中
島　

孝
祐

朝
日
浴
び
ハ
ン
カ
チ
の
花
人
を
呼
び

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

増
野　

信
子

砂
浜
の
風
紋
消
え
し
走
り
梅
雨

�

エ
イ
ト
熟
年
会　

山
平　

ツ
ヤ

大
の
字
に
寝
こ
ろ
ぶ
お
ら
の
夏
座
敷

�

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

光
正

雪
の
こ
る
鬼
怒
川
の
土
手
福
寿
草

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

浅
井　

幸
子

ボ
ー
ル
蹴
る
子
供
ら
の
頰
風
光
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

藤
越　

秀
明

黄
金
色
猛
り
て
麦
秋
ゴ
ッ
ホ
の
絵

�

常
盤
光
寿
会　

矢
島
千
代
子

婿
殿
と
呼
ぶ
こ
と
な
か
れ
筍
飯

�

常
盤
光
寿
会　

遠
藤
美
代
子

田
の
畦
に
婆
と
猫
と
の
来
麦
の
秋

�

常
盤
光
寿
会　

飯
島
ゆ
り
子

花
筏
流
れ
静
か
に
令
和
へ
と

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

浅
賀　

清

山
々
に
唄
声
流
れ
麦
の
秋

�

常
盤
光
寿
会　

篠
原　

幸
美

鯉
の
ぼ
り
か
か
げ
て
通
る
乳
母
車

�

常
盤
光
寿
会　

松
田　

翠

風
吹
き
て
金
の
波
う
つ
麦
の
秋

�

常
盤
光
寿
会　

熊
野　

照
美

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
あ
の
顔
麦
の
秋

�

常
盤
光
寿
会　

吉
田　

憲
司

平
成
は
終
り
と
な
り
て
若
葉
風

�
乃
ぐ
ち
松
寿
会　

松
村　

綾
子

掌
の
中
の
雨
蛙
恋
の
は
じ
ま
り

�

双
葉
蓬
萊
会　

大
村　

和
子

み
じ
か
夜
の
夢
も
は
か
な
き
目
ざ
め
か
な

�

東
新
東
寿
会　

堀
米　

多
賀
子

稲
荷
詣
で
点
心
重
の
筍
煮

�

東
新
東
寿
会　

森
田
ハ
ル
ミ

ツ
バ
メ
の
巣
知
ら
ぬ
間
に
増
え
都
会
の
子

�

仲
宿
睦
双
葉
会　

新
田　

大
寒

妻
の
目
が
や
ん
わ
り
無
理
を
押
し
つ
け
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

田
中　

正
己

十
連
休
ど
こ
へ
も
行
か
ず
誰
も
来
ず

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

西
谷　

照
子

噛
み
合
わ
ぬ
話
し
も
楽
し
老
二
人

�

朝
日
ク
ラ
ブ　

浅
賀　

清

プチクイズの答え：一心不乱
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板
老
連
で
は
、健
康
づ
く
り
、

趣
味
・
文
化
、
友
愛
・
ボ
ラ
ン

◆	ウォーキング、輪投げ、グラウンド・
	 ゴルフ、ペタンクなど
◆	健康講座、交通安全講習会など
◆	寿大学（二年制）
◆	一泊二日・日帰り旅行、カラオケ、
	 芸能大会など
◆	友愛活動、世代交流会など

老
人

ク
ラ
ブ

会

集
募
大
員

　
板
老
連
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に

　
　
　
第
２
の
人
生
を
歩
み
ま
せ
ん
か
？

お問い合わせは

板橋区老人クラブ連合会
事務局　〒173-0004　板橋区板橋3-26-4 板橋いこいの家
HP:http://itabashikurouren.info/

電話／FAX 03-3963-5334

テ
ィ
ア
、
安

心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く

り
・
世
代
交

流
・
伝
承
な

ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を

各
ク
ラ
ブ
で

行
っ
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
、
支
部
や
連
合

会
の
行
事
に
も
参
加
で
き
ま

す
。

活動・行事一例

◆
第
１
支
部

　

吉
島　

輝
雄�

（
四
ツ
又
寿
栄
会
）

◆
第
２
支
部

　

守
田　

稔�

（
す
み
よ
し
千
寿
会
）

◆
第
３
支
部

　

若
井　

敏
子�

（
中
板
橋
友
愛
ク
ラ
ブ
）

◆
第
４
支
部

　

藤
越　

俊
則�

（
大
和
会
）

　

星
名　

昭�

（
明
和
友
の
会
）

◆
第
５
支
部

　

加
藤　

邦
彦�

（
東
山
光
寿
会
）

　

根
本　

健�

（
東
新
ク
ラ
ブ
）

◆
第
６
支
部

　

畑　

乃
武
子�

（
常
盤
光
寿
会
）

　

泉
田　

隆
夫�

（
長
寿
友
の
会
）

◆
第
７
支
部

　

中　

竹
夫�

（
清
和
ク
ラ
ブ
）

◆
第
９
支
部

　

津
田　

稔�

（
長
後
長
寿
会
）

◆
第
10
支
部

　

屋
代　

テ
ウ�

（
西
台
第
一
白
寿
会
）

　

山
田　

忠
徳�

（
若
木
明
和
会
）

　

木
村　

実�

（
三
ツ
和
熟
年
ク
ラ
ブ
）

◆
第
11
支
部

　

鈴
木　

伸
雄�

（
板
橋
長
生
会
）

　

鈴
木　

博�

（
赤
塚
百
寿
会
）

　

藤
田　

次
郎�

（
ゆ
り
の
木
会
）

　

加
藤　

鉎
吉�

（
四
葉
永
寿
会
）

◆
第
12
支
部

　

東　

孝
子�

（
高
島
平
青
葉
ク
ラ
ブ
）

新
会
長
紹
介
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